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１ 教育研究評議会議事録（１２月８日開催）の確認 
  玉手学長から，前回１２月８日開催の本会の議事録（案）について確認があり，議事録が了承され

た。 
 
 
２ 【協議】中期目標（原案）・中期計画（案）について 

花輪理事から，文部科学省からの意見を踏まえ見直しを行った中期目標（原案）・中期計画（案）
について審議願うものである旨説明があった。また，本会の審議後，経営協議会及び役員会の審議を
経て文部科学省へ提出する旨説明があった。 
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 

 
 
３ 【協議】国立大学法人山形大学教員人事委員会規程等の制定及び一部改正について 

羽鳥副学長から，前回の本会以降の教員人事委員会の検討状況について説明の後，教員人事委員会
を新設することに伴う規程の制定及び関連規程の一部改正について審議願うものである旨説明があっ
た。  
次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，本会の意見を踏まえ改めて検討することとし

た。 
 
本件に関して，主な意見は次のとおり。 
・どのような役割を期待して委員に本部事務部の部長を加えるのか確認したい。 
・役員会では審議ではなく報告のみになることは，大学のガバナンスとして正しいか疑問である。 
・キャンパス担当理事を委員に加えてほしいとの意見に対する検討状況を確認したい。 
・学長及び人事委員会の意向を学部に伝えるため，委員には学部の代表が入るべきである。 
・人事委員会検討状況に関して，評議会では決定事項のみ示され議論の過程がわからない。どのよ
うな検討を経てこの結論に至ったのかについてより透明性のある報告をお願いしたい。 

・各委員が何をミッションとするのか明確にすべきである。 
・委員構成は固定なのか，案件によって流動的になるのか。 



・任期は明確に定めるべきである。基本的方針を策定してそれを評価して次に繋げることは短期間
では難しい。学長の任期期間は継続せざるを得ないのではないか。 

・教員人事ポイントのあり方を含め，全体像が見えない。まずは全体像を示していただきたい。 
・通常の選考プロセスとは異なる病院独自の診療従事教員の選考はどのようになるのか。 
・11条と 13条で最終候補者の提出先が異なるため修正が必要である。 

 

 
４ 【報告】大学教育改革に向けた取組の実施状況（Ｒ３）について 

出口理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
５ 【報告】教員活動評価の今後の進め方について 

羽鳥副学長から，議題に関して，報告があった。 
次いで，浅野教授から，具体的な進め方について説明があった。 

 
 
６ 【報告】令和３年度就職内定状況(１２月末現在)について 

矢作理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
７ 【報告】「国立大学法人山形大学の経営人材育成方針」の制定について 

玉手学長から，議題に関して，報告があった。 
 
 
８ 【報告】令和３年度補正予算及び令和４年度政府予算案における山形大学の状況について 

根本理事及び纐纈理事から，議題に関して，報告があった。 
 
 
９ 【報告】令和４年度大学部局長等一覧について 

玉手学長から，議題に関して，報告があった。 
  次いで，玉手学長から，本件について諮られた結果，原案どおり了承された。 
 
 
10 その他 

山形大学医学部東日本重粒子センターの進捗状況について，根本理事から報告があった。 
 
 
 
  次回は，令和 4年 2月 9日（水）に開催することとなった。 
 
 


